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Scope3

Scope1 Scope2

Scope3

①原材料

④輸送・配送 ⑦通勤

＊その他：
②資本財、③Scope1,2に含まれない
燃料およびエネルギー関連活動、
⑤廃棄物、⑥出張、⑧リース資産

燃料の燃焼 電気の使用

⑪製品の使用 ⑫製品の廃棄

＊その他：
⑨輸送・配送、⑩製品の加工、
⑬リース資産、⑭フランチャイズ、
⑮投資

「サプライチェーン排出量スコープ図」 出所：環境省HP

マスバランス方式を適用したグリーンスチール

［エヌエスカーボレックス ニュートラル］

社会におけるCO2排出量削減に貢献する
高機能製品およびソリューション技術

［エヌエスカーボレックス ソリューション］
Scope1：
事業者自らによる温室効果ガスの
直接排出（燃料の燃焼、工業プロセス）

Scope2：
他社から供給された電気、熱・蒸気の
使用に伴う間接排出

Scope3：
Scope1、Scope2以外の間接排出
（事業者の活動に関連する他社の排出）

お客様のサプライチェーンにおけるCO2排出量

原材料等
お客様の

原材料における
CO2排出量の
削減に貢献

お客様の
製造プロセスや、
製品が使用される際等
のCO2排出量の
削減に貢献

お客様
(自社)

製品使用・
廃棄等

社会全体のCO2排出量削減に貢献する「NSCarbolex」の2つの価値

本誌 20-25ページ

本誌16-19ページ1つ目の価値

2つ目の価値
「サプライチェーン排出量スコープ図」 出所：環境省HP

ロゴマークの３つのゼロは、NSCarbolex 
NeutralとNSCarbolex Solutionの２つの
価値（青と紫のゼロ）を通じて、脱炭素社会
（緑のゼロ）の実現に貢献するという意味が
込められています。

「NSCarbolex®」は「日本製鉄カーボンニュートラルビジョン2050」を通じて日本製鉄が世の中に提供する
「社会全体のCO2排出量削減に貢献する製品・ソリューション技術」を総称するブランドで、社会の脱炭素化に
向け提供する２つの価値「NSCarbolex Neutral」と「NSCarbolex Solution」で構成されています。（下図参照）
日本製鉄では、原材料の段階から、お客様の製造工程、製品の使用・廃棄に至るサプライチェーンのあらゆる
局面でのCO2排出量削減に貢献し、社会・お客様（国内約6,000社）の脱炭素化と国際競争力を支えていきます。
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鉄のサプライチェーンのすべてに


